
漆喰の内部はアルカリ性です。そのた
めカビの発生を強力に抑えることがで
きます。現在でも酒、ワイン、味噌、醤油
などの醸造所や蔵では、不要な菌類が
繁殖しないように、壁を漆喰にしている
ところが数多くあります。フランスやイ
タリアのワインセラー(貯蔵所)にも漆喰
の塗り壁が見られます。

漆喰ルマージュは、壁紙と同じように糊
を付け、壁や天井に施工します。壁や天
井に施工したところで空気と触れ、空気
中の二酸化炭素と再び化学反応がス
タートし、施工1日後には実用強度に達
します。その後、約1ヵ月で化学反応率が
90％となり、鉛筆硬度でH程度の硬さに
なります。

将来のリフォームでは適度な吸水性を
持った丈夫な下地となって、剥がさずに
常に石膏ボードを保護しながら、再度漆
喰ルマージュまたは塗装仕上げ、壁紙、
左官材料などの内装材の施行が可能と
なります。

新しい工法 エコリフォームを実現吸放湿性

自 然 素 材 の 内 装 材

「Fresco Giclee」（フレスコジクレー）は、トクヤマ独自の漆喰の薄層化成形技術をベースに、

ルネッサンス時代に隆盛を極めたフレスコのメカニズムを応用して

インクジェット印刷向けに高品位の写真画像を再現するために開発した製品です。

漆喰ルマージュは、古来より使われてきた自然素材の漆喰を乾式工法で再現したシートタイプの内装材です。

漆喰は日本では調度品等をカビから守る白壁の蔵に、そしてヨーロッパでは疫病の予防を目的に

漆喰の抗菌力を建築環境に取り入れてきた歴史があります。

FLトクヤマは“漆喰”にこだわった製品を生み出しています。ＦＬトクヤマは“漆喰の化学”をベースにお客様の空間の質的な向上に貢献します。

防カビ
漆喰の表面は微多孔質な構造のため、
湿度が高い時は湿気を吸い取り、乾燥時
には水分を放出しようとする性質があり
ます。この性質は天然木材と同様、空間
を快適な状態に調整してくれます。

フレスコジクレーは、デジタル画像デー
タを元にしながら、アナログ的な自然
な奥行き感のある画像が得られます。
この画像は、一般のインクジェット用紙
のようなインク受像層を持たず、光透
過性と独自のテクスチャーを持つ「未
硬化の漆喰」に顔料インクが浸透する
ことで生まれます。

フレスコジクレーは、一般的なインク
ジェット用紙と比較して、より優れた耐光
性を発揮することが分かっています。
フレスコジクレーは、普遍的な技法であ
るフレスコのメカニズムを使って、改め
て代々受け継がれる「形ある写真作品づ
くり」を基本コンセプトとした現代のフレ
スコ画法ともいえます。

肉 眼で微か に 見えるレベル のテクス
チャーを持ち、自然な奥行き感が得られ、
風景画像などに最適なType R。 肉眼で
は殆ど見えないレベルのテクスチャーを
持ち、スムースな画像が得られるType S
の2つの製品をご用意しております。

美術的価値 Type R / Type Sデジタル感を抑えた自然な画像画質
デジタルを感じる要素のひとつに、微妙
に色調が変化してゆく空などのグラデー
ション表現で、階調の連続性がなくなっ
て、部分的に縞模様が見えてしまう現象
があります。フレスコジクレーの場合、漆
喰のテクスチャーによる「ゆらぎ」の要素
が加わり、デジタル感を抑えた自然な画
像になるものと考えられます。


